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The author previotlsly published the paper with respect to shear stress-strain graphs of mi 
ld steel. In this paper， graphs of Cr steel and high Mn steel in high temperature-ー�3000C
4000C， 5000C and 6000 C -ー� are treated. 
1 . 緒 言
高温切削 に 於 け る 被 削 材 の適性に関す る 問 題 を 研究 し て 行 く に は ， 被 削 材 の 金属 組織 の 変化や機
械的 性質等を知 る こ と が必要 と な っ て く る 。 そ こ で 先 に 報告 し た 軟鋼 に 関す る 実験 に 引 続い て こ の
実験を行 い ， 機 械的性質 の 中 の 高 温 に於 け る 被 削 材 の環断応力 の変化状態を求 め た 。
2 . 実 験 概 要
実験に は 容 量 5000cm-kg の 井 口 式提 り 試験機 を 使 用 し て 高温授 り 試験を行 い ， 各温度 に 於 け る
モ ー メ ン ト 摂 り 角 線 図 を 作成 し ， そ の 線 図 よ り P. H. Kaar 氏 に よ る 方 法を 用 い て 高温 に於 け る 帯
断応力歪線 図 を 作っ た 。
供試材料 は高炭 素低 ク ロ ー ム 鋼， 高 マ ン ガ ン 鋼 で そ の 化学 組成， 熱処理 条件 は 表 1 に 示す 。
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表 - 1 
各 試片 の 形状 は ク ロ ー ム 鋼が直径 llmmφ 高 マ シ ガ ン鋼が直径 12mmφ で ， ゲ ー ジ 長 さ は 何 れ
も 210mm で あ る 。
試験温度 は室 温， 300oC， 400oC， 500oC， 6000C の 5 種類 で あ る 。
3 . 実 験 結 果
先ず高温摂 り 試験を行 っ た が ， そ の 結果を 図 1 に 高 マ シ ガ ン鍋， 図 2 に 焼鈍 ク ロ ー ム 鋼， 図 3 に
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�íl!性阪応力一温度線 図・. . . . .
こ の線 図 よ り P. H. Kaar 氏 の 方誌 に よ っ て 場断
応 力 歪線 図 を 求 め ， 図 4 図 5 図 6 に 示 し た 。 こ れ よ
り 弾性 限最 大勢断応 力点を求 め て 表 2 図 7 を作成 し
た 。
こ れ等 の 線 図 よ り わ か る こ と は ，























材 質 | 温 度 。c I 
最 大 勢 断 応 力
歪 cmjcm l 応力 kgjcmll 歪 cmjcm I 応力 kgjcmll
室 温 0 . 0019 1570 1 . 6265 8885 
300 0 . 0018 1260 1 . 2607 7240 
高 マ ン ガ ン 鋼 400 0 . 0017 1160 、 0 . 8745 5710 
. 500 0 . 0014 770 0 . 3772 3530 
600 0 . 0009 415 0 . 2340 2345 
室 混 0 . 0022 1765 1 . 7033 5285 
300 0 . 0035 1550 1 . 5250 4970 
燐 鈍 ク ロ ー ム 鋼 400 0 . 0034 1475 1 . 1436 4775 
500 0 . 0014 1060 0 . 6000 4120 
600 。 . 0010 690 0 . 1272 2325 
室 温 0 . 0056 4810 0 . 0410 13025 
300 0 . 0048 3920 0 . 0420 12530 
焼入焼戻 グ ロ ー ム 鋼 400 0 . 0041 3130 0 . 0396 10970 
500 0 . 0019 1290 0 . 0300 6665 
600 0 . 0016 720 0 . 0285 3605 
表 2 
124 
焼鈍 ク ロ ー ム 鋼 も か な り 低い が ， 焼入焼戻 し を 行 い R C. 硬度53程度 に 調 整 さ れ た 高炭 素低 ク ロ ー
ム 鋼 は 非 常 に 高 く な っ て い る 。
(2 1 最大帯断 応力 につ い て は 高 マ シ ガ ン 鋼 は 逆 に 焼鈍 ク ロ ー ム 鋼 よ り は る か に 高 く な る が ， 焼入
焼戻 し ク ロ ー ム 鋼 に は 及 ば な い。
(3) 温度 に 関 し て は 焼入焼戻 ク ロ ー ム 銅 高 マ シ ガ シ 鍋 は 3000C を越 え れ ば急激 に 降下 し ， 5000C 
で は 高 マ ン ガ シ鋼 は 焼鈍 ク ロ ー ム 鋼 よ り 小 さ く な る 。 そ れ に 比 し で焼鈍 ク ロ ー ム 鋼 の 降下す る
割合 は 小 さ い 。
(4) 勢断査につ い て は 高 マ シ ガ シ鋼 焼銑 ク ロ ー ム 鋼 は 殆 ん ど 同 じ で そ の 値が 非 常 に 大 き い 。 即 ち
変形量が 著 し く 大 き い の で あ る が ， 焼入焼戻 ク ロ ー ム 鋼 は そ れ に 比 し て は る か に小 さ い 。
4 . 結 び
以上高 マ シ ガ ン鋼焼入焼戻 ク ロ ー ム 鋼 の 高温 に 於 け る 最大理断応力 の 低下割合が 焼鈍 ク ロ ー ム 鋼
に 比 し て 著 し く 大 き い と い う 結論 を得た の で あ る が ， こ れ等 の 結論 を 一つ の要素 と し て 高温 切 削 に
関す る 研究第 6 報に被 削 材 の 適性 に つ い て 説 明 し た 。
終 り に 御 指 導 を 頂い た 村 中 教授始め ， 山 本 喜太郎氏 の 御尽 力 に対 し て 淳 く 感謝 致 し ま す 。
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三元素平衡
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